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一
．
石
垣
市
役
所
で
の
聞
き
取
り
調
査

会　

場
：
石
垣
市
役
所
会
議
室

日　

時
：
二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
午
後
四
時
―
五
時
三
〇
分

参
加
者
：
中
山
義
隆
石
垣
市
長
、
嘉
数
博
仁
（
企
画
部
観
光
ス
ポ
ー
ツ
局

長
）、
こ
さ
さ
俊
太
郎
（
同
主
査
）

　
　
　
　

日
本
大
学　

山
田
光
矢
、
佐
渡
友
哲
、
孔　

義
植

石
垣
市
の
概
況

石
垣
市
：
琉
球
弧
及
び
日
本
列
島
の
最
南
西
端
に
位
置
し
、
一
九
の
島
々

か
ら
成
る
八
重
山
群
島
の
拠
点

　
　
　
　

石
垣
島
と
無
人
の
尖
閣
諸
島
で
構
成

　
　
　
　

八
重
山
圏
域
〈
石
垣
市
・
竹
富
町
・
与
那
国
町
〉
の
全
面
積

（
五
九
一
・
八
㎢
）
の
約
三
九
％

　
　
　
　

沖
縄
県
全
面
積
（
二
、二
七
一
・
三
㎢
）
の
一
〇
％

　

市
制
施
行
：
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
年
七
月
一
〇
日

　
　

非
核
平
和
都
市
宣
言

　
　
　
　

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
三
月
二
九
日
制
定

　
　

観
光
立
市
宣
言　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）
一
一
月
一
日
宣
言

　
　

平
和
港
湾
宣
言　

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
年
）
三
月
二
六
日
議
決

　
　

石
垣
市
核
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

　
　
　
　

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
一
二
月
二
七
日
議
決

　

人
口
：
四
八
、八
一
〇
人
（
男
：
二
四
、四
二
五
人　

女
：
二
四
、三
八

一
一
五

　

政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料



五
人　

世
帯
数
二
二
、四
七
四
戸
・
平
成
二
五
年
一
二
月
末
現

在
）

　
　
　
　

産
業
別
人
口
（
平
成
二
二
年
）

　
　
　
　
　
　

第
一
次
産
業　
　

一
、九
五
七
人
（　

八
・
七
％
）

　
　
　
　
　
　

第
二
次
産
業　
　

三
、一
九
〇
人
（
一
七
・
三
％
）

　
　
　
　
　
　

第
三
次
産
業　

一
四
、八
九
〇
人
（
六
六
・
八
％
）

　
　
　
　
　
　

分
類
不
能　
　
　

二
、二
三
八
人
（
一
〇
・
〇
％
）

　

面
積
：
二
二
九
・
〇
〇
㎢　

海
岸
線
：
延
長
一
八
四
㎞

主
な
産
業
：
農
業
、
水
産
業
、
畜
産
業
、
観
光
業

主
な
特
産
品
：
石
垣
牛
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
マ
ン
ゴ
ー
、
か
ま
ぼ
こ
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
職
員
は
マ
グ
ロ
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
強
調
）

　

食
糧
自
給
率
が
低
い　

→　

平
地
が
多
い
の
で
可
能
性
は
高
い
…
家
庭

菜
園
が
多
い

　
　

∴　

輸
入
あ
る
い
は
移
入
食
料
が
多
い
（
牛
・
豚
）

漁
港　

第
一
種
：
登
野
城
漁
港
、
伊
野
田
漁
港
、
船
越
漁
港

　
　
　

第
二
種
：
石
垣
漁
港

　
　
　
　

⇒

　

沿
岸
漁
業
の
基
地
と
し
て
順
次
そ
の
整
備
を
進
め
て
い
る

　

尖
閣
問
題
：
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
漁
業
＝
経
費
の
関
係
で
一
週
間
程
度

の
滞
在
が
必
要

　
　
　
　

∴　

沿
岸
漁
業
者
は
近
寄
ら
な
い

　
　
　

荒
海　

→　

船
溜
り
、
灯
台
、
通
信
施
設
な
ど
が
必
要

　
　
　
　

海
上
保
安
庁
：
大
型
巡
視
船
一
四
艘
配
備
決
定
＝
第
一
一
管
区

海
上
保
安
本
部
・
石
垣
海
上
保
安
部

空
港　

新
石
垣
空
港
：
第
三
種
空
港
滑
走
路
：
二
、〇
〇
〇
ｍ
×
四
五
ｍ
）

　
　
　
　

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
三
月
七
日
開
港

　
　

国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
併
設　

→　

日
本
の
最
西
端　

→　

台
湾
に
近
い

　

→　

定
期
便
は
な
い

　
　

ピ
ー
ク
時
：
一
日
九
二
便
の
離
発
着　

→　

国
際
空
港
化
す
る
に
は

空
港
の
拡
張
が
必
要
：
二
、五
〇
〇
ｍ
空
港
へ

　
　

石
垣
空
港 ⇔

 

台
湾
花
蓮
：
夏
季
の
み
・
復
興
航
空
（T

rans A
sia 

A
irw

ays

）
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航

　
　

第
一
一
海
上
保
安
本
部
・
石
垣
航
空
基
地
併
用

石
垣
市
役
所
：
北
緯
二
四
度
二
〇
分
、
東
経
一
二
四
度
九
分

石
垣
島
か
ら
の
距
離

　

宮
古
島
（
宮
古
島
市
）
ま
で
：
一
三
三
㎞
：
第
一
一
海
上
保
安
本
部
・

石
垣
海
上
保
安
部
・
宮
会
場
都
保
安
署

　

沖
縄
本
島
（
那
覇
市
）
ま
で
：
四
一
一
㎞

　

鹿
児
島
ま
で
：
一
、〇
一
九
㎞

　

東
京
ま
で
：
一
、九
五
二
㎞

一
一
六
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台
湾（
台
北
）ま
で
：
二
七
七
㎞
…
沖
縄
本
島
よ
り
台
湾
の
ほ
う
が
近
い

市
町
村
と
の
交
友
関
係

　
　

親
善
都
市
：
岡
崎
市（
愛
知
県
）　

昭
和
四
四
年（
一
九
六
九
年
）二
月

　
　

友
好
都
市
：
稚
内
市（
北
海
道
）　

昭
和
六
二
年（
一
九
八
七
年
）九
月

　
　
　
　
　
　
　

北
上
市（
岩
手
県
）　

平
成
二
六
年（
二
〇
一
四
年
）一
月

二
六
日

　
　

姉
妹
都
市
：
蘇
澳
鎮（
臺
灣
）　

平
成
七
年（
一
九
九
五
年
）九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

台
湾（
臺
灣
）-
宜
蘭
懸-

宜
蘭
市-

蘇
澳
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

漁
業
を
中
心
に
交
流

　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
二
年
：
八
重
山
青
年
会
議
所
と
蘇
澳
港
國
際
青

年
商
會
姉
妹
締
結

　
　
　
　
　
　
　

カ
ウ
ア
イ
郡
（
米
国
ハ
ワ
イ
州
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
年
）
一
〇
月

　
　

ゆ
か
り
の
ま
ち
：
上
板
町（
徳
島
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
一
二
年（
二
〇
〇
〇
年
）一
〇
月

　
　

姉　

 

妹　

 

港
：
花
蓮
港（
台　

湾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
一
三
年（
二
〇
〇
一
年
）一
〇
月

石
垣
市
の
人
口
動
向

　

近
年
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る　

→　

毎
年
一
〇
〇
人
程
度
増
加

　

特
徴
：
四
七
都
道
府
県
の
出
身
者
が
在
住

　
　
　
　

三
六
カ
国
の
人
々
が
住
ん
で
い
る

　

台
湾
と
の
交
流
：
漁
業
を
中
心
と
し
た
交
流

　
　
　
　

台
湾（
臺
灣
）-

宜
蘭
懸-

宜
蘭
市-

蘇
澳
鎮

　
　
　
　

約
二
、〇
〇
〇
人
が
帰
化

　
　

台
湾
の
影
響
：
水
牛
を
使
う
農
業
な
ど

　

人
口
増
の
要
因
の
例

　
　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　
　

母
国
の
選
手
の
応
援
や
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
来
島
し
定
住

　
　

Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際
交
流
員
）
に
よ
る
来
島
者

　
　

観
光
客
の
定
住
化
…
毎
年
約
六
〇
万
人
の
観
光
客
が
来
島

　
　
　
　

島
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
て
定
住
す
る
人
々
が
い
る

　
　
　
　
　

⇒

　

四
七
都
道
府
県
の
出
身
者
が
在
住
す
る
一
因

石
垣
島
（
八
重
山
地
域
）
の
特
区
構
想　

⇒

　

国
の
許
可
が
下
り
ず
頓
挫

　

石
垣
の
魚
の
貿
易

　
　

（
す
じ
あ
ら
：
ア
ー
ラ
・
ミ
ー
バ
イ
：
や
い
と
は
た
…
養
殖
）

石
垣
島
の
観
光
産
業
の
特
色

　

売
り
物
：
日
本
で
あ
っ
て
日
本
で
な
い

　
　
　
　
　

日
本
の
最
西
端
（
台
湾
に
近
い
）、

　
　
　
　
　
　

⇒

　

八
重
山
地
域
の
独
自
性

一
一
七



一
一
八

　
　
　
　
　

自
然
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
・
つ
り
等

　
　

観
光
収
入
：
約
六
〇
〇
億

　
　
　
　

市
の
財
政
：
三
〇
〇
億

　
　
　
　
　

⇒
　

観
光
産
業
へ
の
依
存
度
が
高
い

　
　

名
産
品
の
需
要
拡
大
策
の
実
施　

⇒

　

ISH
IGA

K
I 

× D
ESIGN

：

名
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
再
生

　
　

ネ
ッ
ト
に
よ
る
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

　
　
　
　
　

⇒

　

名
産
品
一
〇
点
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　

内
一
点
：
台
湾
か
ら
の
応
募
作
品

　
　
　
　
　
　
　

⇒

　

ネ
ッ
ト
が
海
外
へ
の
情
報
発
信
手
段
と
な
っ
て
い

る
こ
と
の
証

自
然
：
暖
か
い

　
　

農
協
観
光
：
東
北
か
ら
の
客
（
冬
期
）

　
　
　
　

岩
手
県
や
山
形
県
米
沢
市
と
の
交
流

　
　

岩
手
県
：「
か
け
は
し
交
流
」

　
　
　
　

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
の
大
冷
害
以
降

　
　
　
　

石
垣
市
：
岩
手
県
の
種
籾
を
肥
育
＝
交
流
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
も
継
続

　
　
　
　

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
月
二
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
好
都
市
提
携
締
結

　
　

∴　

平
成
二
三
年
ま
で

　
　
　
　
　

二
月
・
三
月
の
観
光
客
＝
七
月
・
八
月
と
肩
を
並
べ
て
い
た

　

台
湾
か
ら
の
観
光
客
：
多
い
…
交
流
を
通
じ
た
拡
充
が
必
要

　
　

自
転
車
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
つ
り
を
中
心
に
来
島

　
　

国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
＝
日
本
艇
一
〇
、
台
湾
艇
四
程
が
参
加

　

韓
国
か
ら
の
観
光
客
：
少
な
い
＝
増
加
策
が
必
要

　
　
　

島
を
知
ら
せ
る
工
夫
が
必
要

　
　

二
〇
〇
八
年
：
イ
・
ジ
ョ
ン
ソ
プ
監
督
「
快
刀
ホ
ン
・
ギ
ル
ド
ン
」

撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　

監
督
は
石
垣
島
で
の
撮
影
が
多
い

　
　

二
〇
一
三
年
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
」（
韓
国
Ｔ
Ｖ
ド
ラ

マ
）
一
〇
〇
％
撮
影

　
　

韓
国
人
は
ゴ
ル
フ
を
や
る

　
　

き
ち
ん
と
し
た
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
が
必
要

　

多
国
籍
の
外
国
人
観
光
客
の
来
島
：
ク
ル
ー
ズ
船（
マ
レ
ー
シ
ア
船
籍
）

＝
平
成
二
五
年
度
で
八
万
七
千
人

　
　

台
湾
基
隆
港
か
ら
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ア
ク
エ
リ
ア
ス

　
　
　
　

石
垣
港
に
寄
港　

→　

週
二
便
程
度

　
　

半
日
程
度
の
上
陸
：
基
隆
港　

→　

石
垣
港　

→　

那
覇
港
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台
風
の
恵
み
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

　
　

台
風
：
雨
と
塩
が
生
態
系
を
保
持
し
て
い
た
。

八
重
山
：
流
罪
の
地
＝
政
治
や
芸
能
関
係
者
が
流
罪
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
た

台
湾
・
中
国
と
の
環
境
問
題

　
　

中
国
の
公
害
が
風
に
乗
っ
て
台
湾
に
来
る

　
　

中
国
と
台
湾
の
公
害
が
一
緒
に
な
っ
て
八
重
山
に
来
る

　
　
　

⇒

　

国
際
協
調
を
通
じ
た
環
境
対
策
が
必
要

資
料　

http://w
w

w
.city.ishigaki.okinaw

a.jp/hom
e/kikakubu/ki-

kaku/index.htm
#p11

　
　
　
　

石
垣
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
統
計
で
見
る
石
垣
市
の
概
況
他
〉

　
　
　

w
w

w
.city.ishigaki.okinaw

a.jp/500000/500100/gaikyou.
htm

　
　
　

http://w
w

w
.clair.or.jp/j/forum

/forum
/pdf_280/04_

sp.pdf#search='CIR'
　
　
　
　

自
治
体
の
国
際
化
と
国
際
交
流
員
の
活
用
：CRA

IR

一
一
九

　
　
　
　

那
覇
港
へ
の
途
中
の
一
時
上
陸
程
度

　

日
本
人
観
光
客
の
誘
致
：
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
女
性
客
を
増
や
す

　
　

実
施
し
て
い
る
項
目

　
　
　

石
垣
マ
ラ
ソ
ン
：
一
月
に
実
施
（
本
年
は
一
月
二
六
日
）

　
　
　

千
葉
ロ
ッ
テ
・
マ
ー
リ
ン
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
：
二
月

　
　
　

日
本
で
最
初
の
オ
ー
プ
ン
戦
を
開
催
：
ロ
ッ
テ 

vs 

オ
リ
ッ
ク
ス

　
　
　

ツ
ン
ダ
ミ
ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
（T

sunD
A

M
I  ISLA

N
D

 FEST
IV

A
L

）

　
　
　
　
　

三
月
八
日
：
石
垣
港
新
港
地
区
特
設
会
場

　

外
国
人
観
光
客
の
誘
致

　
　

健
康
ア
イ
ラ
ン
ド

　
　
　

医
療
を
通
じ
た
交
流
…
八
重
山
病
院
の
建
設
（
石
垣
空
港
跡
地
）

　
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
：
石
垣
島
ラ
イ
ド
や
西
表
島
ジ
ャ
ン
グ
ル
ラ
イ
ド
他

　
　

フ
リ
ーW

i-Fi

の
提
供

石
垣
市
の
台
湾
と
の
交
流

　

八
重
山
商
工
高
等
学
校
：
国
立
台
北
大
学
に
六
名
が
留
学

台
風
と
生
態
系
の
関
係

　

地
球
温
暖
化（
？
）：
台
風
の
進
路
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る



一
二
〇

　
　
　

共
同
で
仕
事
を
し
て
き
た　

→　

混
活
化
…
マ
グ
ロ
船

　

石
垣
漁
民
：
小
型
船
に
よ
る
ロ
ー
カ
ル
な
漁
業

　

台
湾
：
漁
法
の
近
代
化
（
大
型
化
）

　
　
　

面
で
操
業
（
中
国
船
も
含
む
）

　
　
　

近
海
で
操
業
：
底
物
を
狙
う
…
定
置
網
や
釣
り

　
　
　

ト
ロ
ー
ル
船
：
網
…
一
網
打
尽　

⇔

　

資
源
保
護
も
重
視

　
　
　

グ
ル
ク
ン
漁
：
中
止
…
追
込
み
漁
：
潜
水
病
の
危
険

台
湾
と
の
漁
業
協
定
：
八
月
ま
で

　
　
　

⇒

　

協
議
：
新
協
定　

⇔

　

破
棄
…
漁
民
同
士
の
対
立

　

久
米
島
東
の
問
題
：
台
湾
船
は
一
五
隻　

⇒

　

多
い

石
垣
島
の
振
興
策

漁
協
：
役
人
的
発
想
…
漁
協
と
市
の
水
産
課
の
協
調

県
の
漁
協
の
振
興
策
：
国
の
補
助
金
獲
得
策

　
　

→　

振
興
基
金
：
施
設
整
備
（
箱
物
行
政
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
駄
な
箱
物
行
政
の
例
：
猛
暑
施
設

防
衛
予
算
の
活
用　

八
重
山
地
域
：
国
境
の
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∴　

漁
民　

⇒

　

国
境
で
仕
事

尖
閣
問
題
：
一
八
九
五
年
の
台
湾
併
合

　
　
　
　
　
　

→　

戦
後
：
領
土
問
題
は
な
い
こ
と
を
前
提
に
対
話

　

石
垣
漁
民
が
操
業
す
る
場
合
：
中
小
型
漁
船
を
使
用

二
．
石
垣
島
の
台
湾（
臺
灣
）と
の
関
係
を
含
む
漁
業
と
観
光
に

　
　
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
報
告

会　
　

場
：
海
業
（
う
み
わ
ざ
）
観
光

日　
　

時
：
二
〇
一
四
年
一
月
二
五
日　

一
〇
：
〇
〇
―
一
二
：
〇
〇

被
聴
取
者
：
沖
縄
県
漁
業
士
会
長　

比
嘉
康
雅
様

　
　
　
　
　

参
加
者
：
山
田
光
矢　

佐
渡
友
哲　

孔　

義
植

石
垣
市
と
台
湾（
臺
灣
）・
蘇
澳
鎮
：
姉
妹
都
市
交
流

　
　

人
的
交
流
：
盛
ん　

⇔

　

経
済
交
流
：
少
な
い

　
　
　
　

水
産
物
交
流
…
マ
グ
ロ
漁

台
湾
と
の
交
流
：
話
は
た
く
さ
ん
あ
る　

→　

実
現
し
た
も
の
は
少
な
い

　

∴　

交
流
か
ら
生
じ
る
波
及
効
果
：
実
感
は
な
い

台
湾
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
来
航
：
通
過
型

　
　

店
に
よ
っ
て
対
応
や
結
果
が
異
な
る

日
本
人
の
行
動
：
離
島
に
は
行
か
な
い
…
領
土
問
題
・
対
外
批
判

離
島
：
外
国
人
観
光
客
に
依
存　

→　

批
判
：
離
島
の
経
済
に
悪
影
響

石
垣
と
台
湾
の
漁
船
同
士
の
つ
な
が
り

　

沖
縄
の
本
土
復
帰
前
ま
で
：
友
好
的



政
経
研
究
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⇔

　

中
国
船
：
大
型
船
に
よ
る
ト
ロ
ー
ル
漁

　
　
　
　
　
　
　

⇒

　

船
だ
ま
り
や
通
信
施
設
な
ど
が
必
要

石
垣
島
の
現
状

飛
行
場
の
新
設
：
観
光
客
の
増
加　

＋　

日
本
各
地
か
ら
の
物
資
の
流
入

　

観
光
客
へ
の
対
応
：
多
人
数
の
食
事
（
宴
会
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

品
揃
え
が
困
難
：
均
等
な
食
材
等
を
移
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
産
地
消
が
成
り
立
た
な
い

　

日
本
人
：
北
の
魚
を
好
む
…
南
の
淡
白
な
魚
は
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
垣
の
住
民
も
同
じ

石
垣
の
観
光
業

　

漁
協
が
中
心
と
な
っ
て
島
民
に
仕
事
を
斡
旋
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

　

漁
業
権
の
活
用　

→　

漁
業
権
：
漁
協
関
係
者
の
特
権

　

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
：
多
く
は
島
以
外
か
ら
進
出
し
た
も
の
が
開
設

島
の
若
者
は
三
％
程
度
と
推
測

　
　

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
最
中
に
魚
介
類
の
採
集
を
披
露

　
　
　

魚
介
類
の
採
集
：
漁
協
関
係
者
以
外
は
で
き
な
い

　
　
　
　

⇒

　

島
の
若
者
の
新
し
い
仕
事
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　

地
域
お
こ
し
の
一
つ
の
手
段

　

居
酒
屋
：
チ
ェ
ー
ン
店
が
進
出

　
　

島
民
の
店
の
優
位
性
を
強
調
し
て
集
客
を
考
え
る
べ
き

　
　
　

⇒

　

地
の
食
材
の
提
供
・
新
鮮
・
お
い
し
い
等

　

釣
り
客
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
比
べ
て
少
な
い

　
　

釣
り
客
の
確
保
策
：
パ
イ
オ
（
浮
漁
礁
）
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
り
釣
れ
る
確
率
は
高
い

　
　

漁
協
：
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
（
役
人
的
発
想
）

　
　
　
　
　
　

仕
事
を
分
け
合
う

　
　
　
　
　
　

釣
り
客
：
特
に
リ
ピ
ー
タ
ー
は
船
長
を
指
名
す
る

　
　

船
主
の
サ
ー
ビ
ス
が
決
め
手
：
競
争
し
合
う
べ
き

　
　
　
［
例
］
比
嘉
氏
：
年
に
八
〇
組
程
度

　
　
　
　

船
上
で
刺
身
を
提
供
…
つ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
想
定
し
て
材
料

は
あ
ら
か
じ
め
準
備

　
　
　
　
　

多
く
釣
れ
た
場
合
：
宅
配
業
者
に
連
絡
…
港
か
ら
直
送

　
　
　
　
　

夕
食
等
：
食
事
の
お
い
し
い
店
を
紹
介

　
　

釣
り
客
増
加
の
一
因
：
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
与
那
国
島
で
の
釣
り
を

紹
介　

→　

釣
り
客
増

　
　
　

∴　

い
か
に
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く
か
が
課
題

一
二
一



三
．
与
那
国
島
で
の
実
態
調
査
：
糸
数
議
員

会　
　

場
：
与
那
国
島
、
糸
数
健
一
氏
の
自
宅
兼
店
舗

日　
　

時
：
二
〇
一
四
年
一
月
二
六
日

　
　
　
　
　

島
内
調
査
：
一
三
：
〇
〇
―
一
七
：
〇
〇

　
　
　
　
　

聞
き
取
り
調
査
：
一
八
：
三
〇
―
二
一
：
〇
〇

被
聴
取
者
：
与
那
国
町
議
会
議
員
・
与
那
国
防
衛
協
会
副
会
長

　
　
　
　
　

糸
数
健
一
様

　
　
　
　
　

参
加
者　

山
田
光
矢　

佐
渡
友
哲　

孔　

義
植

現
地
調
査
：
一
三
：
〇
〇
―
一
七
：
〇
〇

　
　
　
　
　

…
糸
数
氏
の
案
内
で
島
を
一
周
：
説
明
を
受
け
る

島
の
実
情

与
那
国
島
：
方
言
名
「
ど
な
ん
（
渡
難
：『
渡
航
が
難
し
い
』
の
意
）」

行
政
区
分
：
沖
縄
県
八
重
山
郡
与
那
国
町　

北
緯
二
四
度
二
七
分
〇
〇
秒
、

東
経
一
二
二
度
五
六
分
〇
四
秒

石
垣
島
か
ら
一
二
七
㎞
、
台
湾
宜
蘭
県
蘇
澳
港
ま
で
一
一
一
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
垣
島
と
台
湾
の
中
間

西
崎
（
北
緯
二
四
度
二
六
分
五
八
秒　

東
経
一
二
二
度
五
六
分
〇
一
秒
）

　
　

日
本
の
最
西
端

人
口
：
一
、五
五
一
人
（
男
七
九
四
人
、
女
七
五
七
人
）、
七
九
一
世
帯

面
積
：
二
八
・
九
一
㎢

　
　
　
　

集
落
：
祖
納
（
中
央
北
部
）、
久
部
良
（
西
部
）、
比
川
（
南
部
）

の
三
集
落

主
な
産
業
：
漁
業
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
、
畜
産
、
観
光

　
　
　
　
　
　

東
崎
：
牛
馬
放
牧
、
比
川
：
エ
ビ
養
殖
場

　

カ
ジ
キ
：
熊
本
県
を
中
心
に
移
出
：
七
〇
〇
本
ほ
ど

　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
本
程
に
な
る
と
移
出
不
能
…
輸
送
能
力
の
不
足

　
　
　
　
　
　

問
題
点
…
漁
師
が
な
か
な
か
育
た
な
い

広
域
行
政
：
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　

石
垣
市
・
竹
富
町
・
与
那
国
町
で
構
成

　

中
心
事
業
：
介
護
事
業
＝
石
垣
市
に
事
業
所
設
置

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
が
石
垣
市
に
移
住
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い

　

糸
数
氏
：
与
那
国
町
：
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　

一
括
交
付
金
：
石
垣
市
中
心
に
使
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　

与
那
国
町
に
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
な
い

　
　
　
　

∴　

二
〇
〇
五
年
＝
『
与
那
国
・
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
』
策
定

　
　
　
　
　
　
　

⇒

　

合
併
拒
否
の
流
れ

一
二
二



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

人
口　

Ｉ
タ
ー
ン
：
二
五
％
…
若
い
人
が
多
い

　
　
　
　
　

一
代
目
＝
移
住
者　

生
ま
れ
た
子
供
＝
地
元
民

　
　
　

Ｕ
タ
ー
ン
：
一
五
％
…
定
住
促
進
策
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　

不
在
家
主
…
家
を
貸
し
た
が
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

問
題
点
：
住
宅
が
つ
く
れ
な
い

　

景
観
計
画
：
世
界
遺
産
に
な
れ
る
よ
う
な
伝
統
的
町
並
み
回
復
が
必
要

　

定
住
促
進
型
住
宅
建
設
：
ト
ナ
キ
（
？
）
周
辺
…
古
民
家
風

観
光
促
進
イ
ベ
ン
ト
：
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
カ
ジ
キ
釣
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
境
交
流
促
進
特
命
事
務
局
担
当

　

観
光
の
目
玉
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
海
底
遺
跡
、
ハ
ン
マ
ー
ヘ
ッ
ド
シ
ャ
ー

ク
他
）
や
カ
ジ
キ
釣
り

歴
史

縄
文
時
代
：
ト
ゥ
グ
ル
浜
遺
跡
…
南
方
系
石
器
等
が
出
土

　
　
　
　
　
　

→　

ポ
リ
ネ
シ
ア
文
明
圏
や
東
南
ア
ジ
ア
の
影
響
を
受
け

た
文
化
の
存
在
を
明
示

グ
ス
ク
時
代
：
一
二
―
一
四
世
紀
＝
日
本
の
鎌
倉
時
代
に
相
当

　
　

台
地
の
上
に
集
落
形
成

　
　
　
　

→　

島
仲
村
跡
遺
跡
（
サ
ン
ア
イ
・
イ
ソ
バ
の
生
ま
れ
た
村
）

等

一
五
二
二
年
以
前
：
独
立
国
＝
サ
ン
ア
イ
・
イ
ソ
バ
（
女
酋
長
）
ら
の
支

配
地
…
テ
ィ
ン
ダ
ハ
ナ
タ
（
遺
跡
）

一
五
二
二
年
：
琉
球
軍
侵
攻
＝
琉
球
王
朝
の
支
配
地
（
琉
球
王
国
領
）

　
　
　
　
　
　
　

台
湾
と
の
交
易
拠
点

一
六
〇
九
年
：
薩
摩
藩
が
琉
球
侵
攻

　
　

与
那
国
島
：
琉
球
王
朝
領
＋
薩
摩
藩+

中
国
の
三
重
支
配

一
六
一
一
年
：
薩
摩
藩
役
人
毛
利
内
膳
正
元
親
来
島

　
　
　
　
　
　
　

与
那
国
島
測
量
・
検
地
帳
作
製

一
六
三
七
年
：
人
頭
税
（
一
九
〇
三
年
ま
で
：
二
六
六
年
間
）
導
入

　
　
　
　
　
　

過
酷
な
税
：
久
部
良
バ
リ（
割
）、
ト
ゥ
ン
グ
ダ（
人
升
田
）

一
八
七
二
年
：
琉
球
藩
設
置
（
琉
球
王
国
廃
止
）  

→  

琉
球
藩
領
と
な
る

一
八
七
九
年
：
琉
球
処
分
…
沖
縄
県
に
帰
属

一
八
九
五
年
：
台
湾
併
合
＝
台
湾
と
の
交
流
活
発
化
（
中
継
拠
点
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
那
国
経
済
発
展

一
九
〇
八
年
：
島
嶼
町
村
制
（
一
九
〇
七
年
：
勅
令
第
四
六
号
＝
沖
縄
県

及
島
嶼
町
村
制
）
＝
間
切
制
廃
止

　
　

間
切（
ま
ぎ
り
）：
琉
球
王
国
時
代
の
行
政
区
分
の
ひ
と
つ

　
　

区
割
＝
市
町
村
に
相
当
…
市
町
村
合
併
等
で
現
在
の
市
町
村
と
は
異

な
る

　
　

八
重
山
村
（
石
垣
間
切
・
大
浜
間
切
・
宮
良
間
切
の
三
間
切
＋
与
那

国
島
）
成
立

一
二
三



一
九
一
四
年
：
与
那
国
村
と
な
る
…
八
重
山
村
の
分
村

一
九
四
五
年
：
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
（
米
軍
軍
政
）
下
に
置
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

→　

台
湾
と
の
国
境
確
立

 

台
湾
か
ら
の
帰
還
者
事
業
：
島
の
人
口
増
加（
一
二
、〇
〇
〇
人
）

一
九
四
八
年
：
与
那
国
町
と
な
る

　
　

公
式
定
期
航
路
閉
鎖　

⇔

　

非
公
式
交
易
（
密
貿
易
）
取
締
強
化

　
　
　
　
　
　

人
口
激
減

一
九
五
二
年
：
米
国
統
治
…
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

一
九
七
二
年
：
日
本
返
還

二
〇
〇
四
年
：
八
重
山
地
域
の
一
市
二
町
の
合
併
＝
住
民
投
票
で
否
決

二
〇
〇
五
年
：
三
月
『
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
』
策
定

　
　
　
　
　
　

六
月
三
〇
日
＝
「
国
際
交
流
特
区
構
想
」
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
次
構
造
改
革
特
区
提
案

二
〇
〇
六
年
：
与
那
国
「
国
境
交
流
特
区
二
〇
〇
六
」
提
出

二
〇
〇
八
年
：
九
月
＝
国
境
交
流
推
進
特
命
事
務
局
設
置

　
　
　
　
　
　

一
〇
月
＝
国
境
交
流
推
進
協
議
会
第
一
回
会
合

　
　
　
　
　
　

与
那
国
町
議
会
自
衛
隊
誘
致
決
議

　
　
　
　
　
　
　

自
衛
隊
誘
致
：
尾
辻
町
長
時
代
か
ら
存
在
（
？
）

二
〇
〇
九
年
：
八
月
＝
外
間
守
吉
町
長
再
選
…
自
衛
隊
誘
致
賛
成
派

二
〇
一
二
年
：
四
月
一
日
＝
沖
縄
離
島
住
民
等
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事

業
実
施
…
離
島
住
民
カ
ー
ド
公
布

二
〇
一
三
年
：
七
月
八
日
＝
外
国
人
住
民
の
住
基
ネ
ッ
ト
・
住
基
カ
ー
ド

運
用
開
始

　
　
　
　
　
　

一
二
月
二
六
日
＝
ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
事
業
開
始

近　
　
　

年
：
辺
境
に
依
る
衰
退
か
ら
の
脱
却
を
念
頭
に
台
湾
と
の
直
接

地
域
交
流
を
目
指
し
て
い
る

国
際
交
流

一
九
八
二
年
：
台
湾
（
臺
灣
）・
花
蓮
市
と
姉
妹
都
市
締
結

二
〇
〇
二
年
：
姉
妹
都
市
結
成
二
〇
周
年
＝
親
善
交
流

　
　
　
　
　
　
　

与
那
国
・
花
蓮
直
行
便
の
設
置
を
検
討

二
〇
〇
六
年
：
構
造
改
革
特
区
提
案
提
出
（
第
一
〇
次
）

　
　
　
　
　
　
　
「
国
境
交
流
特
区
」　

→　

国
＝
許
可
せ
ず

二
〇
〇
七
年

　
　

五
月
二
九
日
＝
花
蓮
市
に
与
那
国
町
役
場
在
花
蓮
事
務
所
開
設

　
　

一
〇
月
四
日
＝
台
北
市
へ
の
初
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
行

二
〇
〇
八
年
：
七
月
四
日
＝
花
蓮
へ
の
初
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
行

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
ー
タ
ー
運
行
船
計
画
：
延
期
…
荒
海
の
た
め
断
念

　
　
　
　
　

：
九
月
三
日
＝
国
境
交
流
推
進
特
命
事
務
局
設
置

二
〇
〇
九
年
：
与
那
国
―
花
蓮
間
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
行
（
二
月
か
ら
三

月
：
三
回
）

　
　
　
　
　
　

一
二
月
二
二
日
＝
与
那
国
花
蓮
縣
交
流
発
展
協
会
設
立

一
二
四



政
経
研
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共
同
研
究
資
料

二
〇
一
〇
年
：
台
湾
か
ら
肥
料
輸
入
＝
与
那
国
花
蓮
縣
交
流
発
展
協
会
初

の
社
会
実
験

二
〇
一
一
年
：
五
月
一
五
日
＝
与
那
国
－
花
蓮
間
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
行

　
　
　
　
　
　
　

→　

境
界
地
域
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
与

那
国
セ
ミ
ナ
ー
主
催

二
〇
一
二
年
：
姉
妹
都
市
締
結
三
〇
周
年
：
花
蓮
市

　
　

四
月
二
三
日
＝
「
花
蓮
・
与
那
国
間
水
上
摩
托
車
（
水
上
バ
イ
ク
）

太
平
洋
横
断
二
〇
一
二
」
実
行
委
員
会
（
委
員
長
・

外
間
守
吉
町
長
）
開
催　

→  

受
け
入
れ
態
勢
の
確

認

　
　
　
　

二
九
日
＝
台
湾
・
花
蓮
市
の
交
流
団
七
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
バ
イ
ク
三
五
台
・
伴
奏
船
一
隻

　
　

九
月
二
〇
―
二
三
日
＝
姉
妹
都
市
締
結
三
〇
周
年
記
念
事
業
実
施

（
花
蓮
市
）

　

蘇
芳
鎮
や
高
雄
市
と
の
記
念
行
事
：
中
国
資
本
が
裏
か
ら
推
進

　
　
　
　

中
国
政
府
の
思
惑
が
透
け
て
見
え
る

　
　
　
　
　

⇒

　

台
湾
を
中
国
の
一
部
と
し
て
尖
閣
問
題
等
へ
の
影
響
力

の
強
化
が
見
え
て
く
る

特
区
構
想

　

国
：
申
請
を
受
け
付
へ
た
だ
け　

⇒

　

許
可
：
下
り
て
い
な
い

　
　
　
　

∴　

国
の
許
認
可
の
改
革
が
必
要

定
期
航
路
設
置

　

日
本
＝
多
く
の
条
件
の
ク
リ
ア
が
必
要　

⇔

　

台
湾
側
：
前
向
き

　
　
　
　
　

∴　

国
の
許
認
可
の
改
革
が
必
要

国
際
問
題
・
自
衛
隊
誘
致

一
九
九
六
年
：
島
か
ら
約
六
〇
㎞
の
海
上
に
中
国
か
ら
発
射
さ
れ
た
弾
道

ミ
サ
イ
ル
一
基
着
弾

　
　
　
　
　
　

日
本
：
与
那
国
島
の
沖
合
で
軍
事
演
習
を
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
が
パ
ト
ロ
ー
ル

二
〇
〇
八
年
：
与
那
国
町
議
会
＝
自
衛
隊
誘
致
を
決
議

　
　
　
　
　
　
　

自
衛
隊
誘
致
：
尾
辻
町
長
時
代
か
ら
存
在
（
？
）

二
〇
〇
九
年
：
八
月
＝
外
間
守
吉
町
長
再
選
…
自
衛
隊
誘
致
賛
成
派

二
〇
一
〇
年
：
四
月
三
〇
日
＝
北
澤
防
衛
相

　
　
　
　
　
　

西
南
諸
島
へ
の
陸
上
自
衛
隊
配
備
の
調
査
費
計
上
を
表
明

二
〇
一
二
年
：
防
衛
省
＝
一
〇
億
円
の
予
算
計
上

　
　
　
　
　
　
　

基
地
設
置
に
伴
う
調
査
検
討
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　

新
編
成
す
る
沿
岸
監
視
部
隊
の
配
置
及
び
移
動
警
戒

隊
展
開
に
必
要
な
用
地
取
得
等
の
た
め

二
〇
一
三
年

　
　
　

三
月
：
防
衛
省
＝
南
牧
場
（
二
〇
ha
）
を
年
五
〇
〇
万
円
で
の
借

一
二
五



一
二
六

　
　
　
　
　
　

一
一
〇
人
規
模
の
沿
岸
監
視
部
隊

　

自
衛
隊
部
隊
の
配
置
：
島
の
経
済
に
も
好
影
響

　
　

人
口
増
（
一
五
〇
人
程
度
：
過
疎
化
対
策
）  

→  

経
済
規
模
の
拡
大

（
経
済
活
性
化
）　

→　

税
収
増
他

　
　

地
元
民
の
福
利
厚
生
の
充
実
：

　
　
　
　

公
認
グ
ラ
ン
ド
の
建
設　

→　

住
民
に
開
放

　
　
　
　

体
育
館
の
建
設　

→　

住
民
に
開
放

与
那
国
島
民
：
内
向
き
…
遠
隔
地
ゆ
え
の
遠
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
自
体
は
自
給
自
足
が
可
能

　

宮
古
島
：
島
が
貧
し
い　

→　

島
民
：
外
に
出
て
活
躍
す
る

島
の
経
済
の
活
性
化
の
成
功　

→　

若
者
の
進
学
率
の
高
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

高
校
進
学
率
：
一
〇
〇
％

　

島
に
高
等
学
校
が
な
い
：
全
員
進
学
の
た
め
に
島
を
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

親
子
の
二
重
生
活

　

子
供
の
大
学
進
学
：
日
本
各
地
に
移
動

　
　
　
　

→　

二
重
生
活
の
解
消
：
親
が
子
供
の
進
学
先
に
移
る

　
　

家
族
が
島
を
離
れ
る
こ
と
で
島
の
人
口
が
減
少

八
重
山
群
島
の
合
併
：
反
対　

→　

補
助
金
等
：
石
垣
市
だ
け
を
優
先

　
　
［
例
］
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
設
置

り
上
げ
を
町
に
提
示

　
　
　
　
　
　

町
長
＝
基
地
設
置
迷
惑
料
一
〇
億
円
を
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
町
の
経
済
効
果
が
最
優
先
」
と
強
調

　
　
　
　
　
　

防
衛
省
＝
最
大
一
億
五
千
万
円
を
提
示

　
　
　
　
　
　

町
長
＝
「
市
町
村
協
力
費
」
一
〇
億
円
を
要
求

　
　
　

四
月
：
防
衛
省
＝
君
塚
陸
幕
長
…
白
紙
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　

石
垣
島
等
へ
の
移
設
を
含
む
の
検
討
を
表
明

　
　
　

五
月
：
町
長
＝
予
定
地
の
賃
貸
料
と
特
別
交
付
税
の
増
額
を
求
め

て
い
く
方
針
に
転
換

　
　
　

六
月
：
町
長
＝
土
地
（
二
六
ｈ
ａ
）
の
年
間
賃
貸
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
〇
万
円
で
防
衛
省
と
妥
結

　
　
　
　
　
　

町
議
会
＝
賛
成
三
、
反
対
二
の
賛
成
多
数
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

仮
契
約
締
結

　
　
　

八
月
：
外
間
守
吉
町
長
再
選

与
那
国
町
議
会
の
自
衛
隊
誘
致

　
　

国
境
防
衛  

＋  

過
疎
対
策  

＋  

地
域
経
済
活
性
化

糸
数
氏
：
防
衛
上
の
理
由
で
自
衛
隊
誘
致
の
必
要
性
を
強
調

　

日
が
暮
れ
る
と
中
国
の
調
査
船
が
岸
に
接
近

　
　
　

日
中
は
沖
合
に
い
る
が
夕
方
に
接
近
し
て
く
る

　
　
　
　

∴　

日
本
の
国
境
線
防
衛
：
自
衛
隊
基
地
の
設
置
が
必
要
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一
二
七

（
平
成
二
三
年
～
三
二
年
）
策
定

二
〇
一
二
年
：『
ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
基
本
構
想
』
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド

　

ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
町
民
活
動
支
援
助
成
金
交
付
要
綱

　
　
『
ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
町
民
活
動
支
援
助
成
金
制
度
』
開
始

　
　
　
　

→　

町
の
活
性
化
に
向
け
た
町
民
、
企
業
、
団
体
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
支
援

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
す
る
与
那
国
町
「
ば
ん
た
ド
ゥ
ナ
ン
島
基

金
」
を
活
用

与
那
国
町
の
現
状

　

一
．
人
口
減
少
：
約
一
、五
〇
〇
名　

→　

一
〇
〇
名
増
を
計
画

　
　
『
ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
町
民
活
動
支
援
助
成
制
度
』
の
活
用

　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
・
美
化
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体

へ
の
助
成
を
行
う
制
度

　
　
　
［
例
］
古
民
家
再
生

　
　
　
　

人
口
減
な
ど
に
よ
る
古
民
家
解
体
：
資
材
は
ス
ト
ッ
ク

　
　
　
　
　

→　

フ
ァ
ン
ド
を
利
用
し
た
古
民
家
再
生

　

二
．
自
然
環
境
の
保
護

　
　
「
田
原
川
を
・
知
り
・
守
り
・
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

第
①
会
」

（
二
〇
一
四
年
二
月
一
〇
日
…
資
生
堂
が
協
力
）

与
那
国
町
と
花
蓮
市
の
交
流

　

与
那
国
町
：
国
の
支
援
・
一
回
予
算
が
つ
い
た
だ
け

　
　
　
　
　
　
　

半
分
：
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
丸
投
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

与
那
国
町
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
の
利
益
は
少
な
い

　

花
蓮
市
：
国
の
強
い
支
援
＝
交
流
を
希
望

　
　
　
　
　
　

国
際
交
流
を
通
じ
た
国
と
し
て
の
認
知
も
目
的
の
一
つ

四
．
与
那
国
島
で
の
聞
き
取
り
調
査
：
与
那
国
町
役
場

会　

場
：
与
那
国
町
役
場

日　

時
：
二
〇
一
四
年
一
月
二
七
日
一
三
：
三
〇
―
一
四
：
三
〇

担
当
者
：
与
那
国
町
総
務
財
政
課
交
流
推
進
班
（
国
境
交
流
推
進
特
命
事

務
局
）　

長
濱
利
典
班
長

参
加
者
：
山
田
光
矢
、
佐
渡
友
哲
、
孔　

義
植

与
那
国
町
行
政
計
画

二
〇
〇
五
年
三
月
：『
与
那
国
・
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
』
策
定

二
〇
一
一
年
二
月
：『
第
四
次
与
那
国
町
総
合
計
画　
（
基
本
構
想
・
基
本

計
画
）「
健
や
か
な
自
然
・
人
・
生
活
を
育
む
町
」』



一
二
八

　
　

石
垣
市
：
一
八
時
以
降
に
限
定
…
国
内
便
で
手
一
杯

　
　

与
那
国
町
：
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ

　

台
湾
か
ら
の
旅
行
者　

台
湾
の
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、〇
〇
〇
円
程
度
で
往
復
で
き
る

　

台
湾
と
の
交
流
：
八
重
山
圏
で
お
こ
な
う

韓
国
と
の
交
流

　

一
四
七
七
年
：
李
朝
実
録
＝
与
那
国
が
書
か
れ
て
い
る

済
州
島
と
の
交
流

　

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
＝
済
州
島
に
て
民
俗
芸
能
を
披
露

与
那
国
の
食
文
化
の
良
さ
を
発
信
す
れ
ば
可
能
性
は
あ
る

　
　
　

⇒

　

米
食
文
化
：
共
通

国
際
交
流
：
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（Custom

s 

税
関
、Im

m
igration 

入
管
、Q

uar-
antine 

検
疫
）
が
必
要

入
手
資
料

　
『
第
四
次
与
那
国
町
総
合
計
画
』

　
「
人
口
及
び
世
帯
数
調
表
」「
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」「
年
齢
別
人
口
集
計
表
」

　
「
田
原
川
を
◌
知
る
◌
守
り
◌
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

第
①
会
」（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）

　
　

田
原
川
を
中
心
と
し
た
子
供
た
ち
の
自
然
観
察
の
継
続

　

三
．
若
者
と
教
育

　
　
「
一
五
の
春
」：
高
等
学
校
が
な
い　

→　

若
者
：
島
を
出
る

　
　
　

所
得
：
沖
縄
県
内
市
町
村
で
四
番
目

　
　
　
　
　
　
　

→　

進
学
率
は
高
い
が
戻
っ
て
こ
な
い

国
際
交
流

台
湾
と
の
交
流
：
一
九
八
二
年
か
ら

　

二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
「
姉
妹
都
市
締
結
三
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
」

　

貿
易
は
ほ
と
ん
ど
な
い　

⇒

　

人
的
交
流
が
中
心

日
本
と
台
湾
：
国
交
が
な
い

　

非
関
税
製
品
（
砂
・
バ
ラ
ス
ト
等
）
の
輸
入

　
　
　

→　

環
境
規
制
等
（
数
量
制
限
）
で
動
き
が
な
い

　

一
九
四
五
―
五
〇
年
代
：
ト
ラ
イ
ア
ル
貿
易
（［
例
］
奥
野
修
司
著
『
ナ

ツ
コ　

沖
縄
密
貿
易
の
女
王
』
二
〇
〇
七
）

　
　
　

日
本
政
府
か
ら
見
れ
ば
密
貿
易
：
尖
閣
諸
島
か
ら
の
木
材
を
輸
出

　
　
　

ア
メ
リ
カ
の
規
制　

→　

経
済
力
の
弱
化　

→　

島
の
人
口
減

　

花
蓮
市
と
蘇
澳
鎮
：
交
流
・
交
易
を
含
め
た
活
発
化
の
要
望
が
あ
る

　

与
那
国
町
：
台
湾
の
修
学
旅
行
を
発
信
し
た
い

　

台
湾
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
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一
二
九

五
．
臺
灣
（
台
湾
）
宜
蘭
懸
蘇
澳
鎮
蘇
澳
區
漁
會
で
の

　
　
聞
き
取
り
調
査

　
　

会　
　
　

場
：
臺
灣（
台
湾
）・
宜
蘭
懸
蘇
澳
鎮
「
蘇
澳
區
漁
會
」
總

幹
事
室

　
　

調
査
対
象
者
：
宜
蘭
懸
延
繩
漁
業
協
會
總
幹
事
・
林　

新
川
氏

　
　

参　

加　

者
：
山
田
光
矢
・
現
地
通
訳
一
名

事
前
調
査
資
料

日
本
と
台
湾
（
臺
灣
と
日
本
）
と
沖
縄
：
年
表

一
六
八
四
年
五
月
二
七
日
：
康
熙
帝（
清
国
）・
臺
灣（
台
湾
）
領
有
の
詔
勅

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
：
琉
球
処
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

琉
球
国
廃
止　

→　

琉
球
藩
設
置

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
五
月
六
日
：
日
本
・
台
湾
（
臺
灣
）
出
兵

一
九
七
九
（
明
治
一
二
）
年
：
沖
縄
県
設
置

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
八
月
一
日
：
日
清
戦
争

一
八
九
五
年
四
月
一
七
日
：
下
関
条
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
：
台
湾（
臺
灣
）
領
有
…
台
湾（
臺
灣
）

総
督
府
設
置

　
　
　

五
月
二
三
日
：
台
湾
（
臺
灣
）
民
主
国
独
立
宣
言

　
　
　

一
一
月
：「
全
台（
臺
）平
定
」
宣
言　
→　
武
装
抗
日
蜂
起
：
頻
発

一
九
三
一
年
九
月
：
台
湾
（
臺
灣
）
人
の
皇
民
化
開
始

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
：
日
本
降
伏
＝
台
湾
（
臺
灣
）
領
有
権
放
棄

　
　
　

…
一
〇
月
二
五
日
：
中
華
民
国
統
治
開
始

一
九
四
九
年
一
二
月
八
日
：
中
華
民
国
政
府
・
台
北
（
臺
北
）
移
転

一
九
六
九
年
五
月
：
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会（
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
）・
東

シ
ナ
海
に
石
油
埋
蔵
の
可
能
性
を
指
摘

一
九
七
一
年
四
月
一
三
日
：
魚
釣
島
（
尖
閣
諸
島
）
運
動

　
　
　

六
月
：
台
湾
（
臺
灣
）
外
交
部
・
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張

　
　
　

一
〇
月
二
五
日
：
台
湾
（
臺
灣
）・
国
連
脱
退
を
宣
言

　
　
　

一
〇
月
三
一
日
：
中
華
人
民
共
和
国
・
国
連
代
表
権
獲
得

　
　
　

一
二
月
：
中
華
人
民
共
和
国
・
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張

一
九
七
二
年
二
月
二
一
日
：
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
・
中
華
人
民
共
和
国
訪
問

　
　
　

五
月
九
日
：
台
湾（
臺
灣
）・
尖
閣
列
島
の
日
本
返
還
に
抗
議
声
明

を
公
表

　
　
　

五
月
一
五
日
：
ア
メ
リ
カ
・
沖
縄
の
施
政
権
返
還
…
尖
閣
列
島
も

含
む

　
　
　

九
月
二
五
日
：
田
中
角
栄
首
相
訪
中

　
　
　

九
月
二
九
日
：
日
中
共
同
声
明
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
華
断
交
：「
七
二
年
体
制
」

　
　
　

一
二
月
一
日
：
東
京
で
交
流
協
会
発
足



一
三
〇

二
〇
一
五
年
三
月
七
日
：
第
四
回
日
台
（
臺
日
）
漁
業
委
員
会
・
適
用
水

域
に
お
け
る
漁
船
操
業
ル
ー
ル
に
合
意

林
新
川
氏
（
宜
蘭
懸
延
繩
漁
業
協
會
總
幹
事
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

臺
灣
と
日
本
（
日
本
と
台
湾
）
の
関
係
：
良
い

　

林
氏
：
両
親
は
日
本
統
治
下
で
日
本
語
教
育
を
受
け
た
…
日
本
と
日
本

文
化
に
は
親
近
感
が
あ
る

臺
灣
（
台
湾
）
の
漁
民
と
沖
縄
の
漁
民
の
関
係
は
良
い

　

長
い
間
こ
の
海
域
で
と
も
に
魚
を
取
っ
て
き
た

　

日
本
占
領
時
代
は
、
お
互
い
に
日
本
人
と
し
て
と
も
に
漁
業
を
し
て
き
た

　

臺
灣
（
台
湾
）
独
立
後
も
、
日
本
領
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
長
い
間

に
築
い
て
き
た
交
流
関
係
が
存
在
す
る

　

こ
れ
ま
で
も
お
互
い
に
助
け
合
い
、
平
和
に
漁
業
を
し
て
き
た
。

日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
の
設
定
（
一
九
九
六
年
）

　

臺
灣
（
台
湾
）
漁
船
を
締
め
出
す
こ
と
に
な
っ
た

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
問
題
な
く
操
業
を
続
け
て
き
た

二
〇
〇
五
年
以
前
：
特
に
問
題
は
な
か
っ
た

二
〇
〇
五
年
以
降
：
日
本
と
中
華
人
民
共
和
国
の
尖
閣
に
お
け
る
石
油
資

源
を
め
ぐ
る
対
立
が
臺
灣
（
台
湾
）
漁
民
に
も
影
響
を
与
え
る

よ
う
に
な
っ
た

　

た
だ
し
、
そ
の
後
も
臺
灣
（
台
湾
）
と
沖
縄
漁
民
は
友
好
に
漁
業
を
継

　
　
　

一
二
月
二
日
：
台
北
（
臺
北
）
で
亜
東
関
係
協
会

一
九
九
二
年
：
中
華
人
民
共
和
国
・「
領
海
及
び
接
続
水
域
法
」
制
定

一
九
九
六
年
六
月
一
四
日
：「
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る

法
律
」
制
定

　
　
　
　
　

日
台
（
臺
日
）
漁
業
協
定
開
始　

→　

一
六
回
の
協
議　

→   

合
意
に
至
ら
ず　

→　

二
〇
〇
九
年
中
断

二
〇
〇
二
年
四
月
一
日
：
日
本
・
政
府
が
尖
閣
諸
島
を
賃
借

二
〇
〇
五
年
六
月
九
日
：
約
六
〇
隻
の
台
湾
（
臺
灣
）
漁
船
が
尖
閣
諸
島

近
海
に
結
集

二
〇
〇
八
年
六
月
一
四
日
：
尖
閣
諸
島
近
海
で
海
上
保
安
庁
巡
視
船
と
台

湾
（
臺
灣
）
漁
船
と
の
衝
突
事
故
発
生

二
〇
一
二
年
八
月
五
日
：
馬
英
九
総
統
・「
東
シ
ナ
海
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
」
提
起

　
　
　
　
　

九
月
一
一
日
：
日
本
・
野
田
内
閣
尖
閣
諸
島
を
国
有
化

　
　
　
　
　

一
〇
月
五
日
：
玄
葉
外
務
大
臣
「
台
湾
（
臺
灣
）
へ
の
み
な

さ
ん
へ
」
と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

二
〇
一
三
年
一
月
：
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
・
尖
閣
諸
島
が
日
米
安
全

保
障
条
約
の
対
象
と
表
明

　
　
　
　
　

四
月
一
一
日
：「
日
台
（
臺
日
）
民
間
漁
業
取
決
め
」
締
結

二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
：
第
三
回
日
台
（
臺
日
）
漁
業
委
員
会
・
一
部

水
域
で
の
操
業
ル
ー
ル
に
合
意
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一
三
一

　
　

臺
灣
（
台
湾
）
漁
民
が
大
き
な
迷
惑
を
こ
う
む
っ
て
い
る

　
　
　
　

結
果
的
に
釣
魚
台
（
尖
閣
諸
島
）
周
辺
海
域
の
漁
場
か
ら
の
台

湾
漁
船
の
締
め
出
し
に
つ
な
が
っ
た

　
　
　
　

一
二
カ
イ
リ
か
ら
二
〇
〇
カ
イ
リ
に
対
象
海
域
が
急
拡
大
し
た

こ
と
が
大
き
な
要
因

　
　
　
　
　

臺
灣
（
台
湾
）
漁
船
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
と
な
っ
た

四
．
釣
魚
台
（
尖
閣
諸
島
）
周
辺
の
臺
灣
（
台
湾
）
漁
船
と
日
本
の
警
備

当
局
と
の
接
触

　
　
　

締
め
出
し
の
結
果
、
領
海
際
で
の
操
業
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

　
　
　

海
流
等
の
影
響
で
船
が
流
さ
れ
越
境
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る

　
　
　

安
全
な
操
業
環
境
の
確
立
の
必
要
性
を
ず
っ
と
思
っ
て
き
た

五
．
二
〇
一
三
年
の
臺
（
台
）
日
漁
業
取
決
め

　
　
　

マ
グ
ロ
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
き
た
領
海
際
で
の
操
業
か
ら
発
生

す
る
問
題
の
解
決
の
た
め

　
　
　

釣
魚
台
（
尖
閣
諸
島
）
周
辺
は
黒
潮
に
乗
っ
て
マ
グ
ロ
が
北
上
し

て
く
る

　
　
　
　

そ
の
時
期
は
四
月
半
ば
か
ら
七
月
半
ば
く
ら
い
ま
で
の
約
三
か

月
で
あ
る

　
　
　
　

シ
ー
ズ
ン
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
臺
灣
（
台
湾
）
と
日
本
の

漁
船
が
集
中
す
る

　
　
　

日
本
は
臺
灣
（
台
湾
）
漁
船
の
操
業
を
、
資
源
枯
渇
の
一
因
と
し

続
し
て
き
た

林
氏
の
経
験

一
．
尖
閣
諸
島
に
上
陸
し
た
こ
と
が
あ
る

　
　
　

淡
水
が
あ
る
た
め
、
水
の
補
給
の
た
め
に
上
陸
し
た

　
　
　

荒
れ
や
す
い
海
域
の
た
め
、
台
風
が
来
た
時
に
は
嵐
を
避
け
る
た

め
に
上
陸
し
た

二
．
日
本
の
漁
民
と
の
接
触
（
二
〇
〇
八
年
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
）

　
　
　

日
本
人
が
三
人
乗
っ
て
い
る
船
で
大
き
な
魚
を
船
に
あ
げ
る
の
に

格
闘
し
て
い
た
の
で
、
助
け
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

日
本
漁
船
が
故
障
の
た
め
漂
流
し
て
い
る
の
に
出
く
わ
し
、
三
日

間
曳
航
し
て
港
に
届
け
た
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
　
　

⇒

　

臺
灣
（
台
湾
）
と
日
本
の
漁
民
は
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
き
て
い
た
し
、
今
後
も
そ
う
あ
る
べ
き

三
．
臺
灣
（
台
湾
）
漁
船
と
日
本
の
取
り
締
ま
り
当
局
と
の
接
触

　
　
　

二
〇
〇
五
年
以
前
は
平
和
的
な
操
業
を
相
互
に
行
っ
て
き
た

　
　
　
　
　

そ
の
背
景
に
は
釣
魚
島
（
尖
閣
諸
島
）
周
辺
に
大
き
な
油
田

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め

　
　
　

日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
の
設
定
が
対
立
の
一
因

　
　
　
　
　

特
に
中
華
人
民
共
和
国
の
海
洋
進
出
が
日
本
と
中
華
人
民
共

和
国
の
領
土
紛
争
を
激
化
さ
せ
た



一
三
二

日
台
（
臺
日
）
間
の
漁
業
取
決
め
は
両
国
の
今
後
の
友
好
関
係
の
拡
大
に

大
き
く
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

て
非
難
し
て
い
る

　
　
　
　

臺
灣
（
台
湾
）
漁
船
の
は
え
縄
業
は
食
い
つ
い
た
マ
グ
ロ
だ
け

を
取
っ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
資
源
に
や
さ
し
い
操
業
と
い
え
る

　
　
　

漁
場
に
は
臺
灣
（
台
湾
）
船
の
ほ
う
が
多
い

　
　
　

臺
灣
（
台
湾
）
漁
船
が
約
一
〇
〇
艘
程
度
な
の
に
対
し
て
、
日
本

漁
船
は
一
〇
艘
程
度
で
あ
る

六
．
二
〇
一
五
年
の
臺
（
台
）
日
漁
業
取
決
め

　
　
　

臺
灣
（
台
湾
）
と
日
本
の
相
互
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
を
合
わ
せ
た
協

議
と
考
え
て
い
る

　
　
　

安
全
操
業
の
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
た

　
　
　

今
後
は
毎
年
協
議
を
行
い
、
特
に
春
先
の
マ
グ
ロ
業
に
つ
い
て
は

合
意
を
得
る
必
要
が
あ
る

　
　
　

日
本
政
府
や
沖
縄
の
担
当
者
と
の
間
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
引
く
こ

と
も
必
要
で
あ
る

調
査
の
感
想

　

ア
ポ
な
し
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
協
会
の
女
性
職
員
が
明
朗
な
態
度
で

接
し
て
く
れ
、
理
事
長
が
不
在
の
た
め
林
さ
ん
を
呼
び
出
し
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
え
る
環
境
を
整
え
て
く
れ
た
。
彼
女
は
数
回
石
垣
市
を
訪
問

し
て
お
り
、
姉
妹
都
市
関
係
が
友
好
を
築
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

地
域
間
交
流
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。


